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「みなさまのおかげで、本年は 
創立１５０周年を迎えます。」 

 

 

未来への夢を乗せて“なかよしの虹”かかりました！ 
学校創立１５０周年記念事業の一環として、南舎の屋上に

壁画が描かれました。９月下旬から着工し、この学校報がお

手元に届く頃には工事用の足場も外れて完成です！“なかよ

しの虹（仮称）”は、レインボーの７色ではなく、学年カラーの６

色で形作られています。Yousei と 1873（創立年）の文字が空

に浮かぶ雲のように白くくっきりと浮かび上がっています。 

右の写真は、夕方の屋上で撮影したものです。西の空に沈

んでいく夕日に照らされ、とてもきれいでした（白黒印刷ではよ

く分からないと思います。ぜひHPでカラー版をご覧ください！）。 

正式なお披露目は１１月１５日の記念行事の場でということ

になりますが、それまで隠しておくことはできませんので、お

子さんといろんな場所から眺めて楽しんでみてください！ 

『 寒くても あったかい 学校生活 』 

←コツは、脇を締めて“手首を回す”               校 長 熊 﨑 健 一    

飲食店の入口に“春夏冬中”という札がかかっているのを時々見かけます。初めて見た時は
「一体、どういう意味なんだろう?」と思ったものですが、それが“商い（秋無い）中”である
ことを理解するのにそれほど時間はかかりませんでした。どなたが考えたのか、何とも気が利

いているというか洒落ているというか“営業中”とはまた違った印象を受けるものです。 
まずは、１０月１５日の運動会へのご参会、ありがとうございました。日差しの強い暑い日

になりましたが、子供たちが元気いっぱい競技や演技に向かう姿を間近に見ていただくこと
ができました。コロナ禍での開催ということで育友会運営委員会のご意見もいただきながら、

お昼（昼食）をまたがない半日開催とさせていただきました。それでも３年ぶりに全校児童が
一堂に会し、参観人数に具体的な制限は設けず行うコロナ禍以前の運動会に近い形で開催で
きました。ご来賓のみなさまからも「やっぱり、こういう運動会がいいねえ！」「子供たちも
本当に楽しそうでよかったですね！」というお言葉をいただくことができました。また、みな
さまのご理解とご協力により無事開催できましたこと、改めて御礼申し上げます。 
さて、前号では秋の訪れについて触れました。１０月中旬まではあんなに温かかったのに、

下旬からは一気に冷え込み、まさに“秋無し”という感じです。一日の寒暖差も大きく、着る
ものを選ぶのに朝のニュースのお天気コーナーが見逃せません。我が家でも、ようやく扇風機

を片付けエアコンのフィルターを掃除したと思ったら、もうストーブの準備といった具合で
す。きっと、みなさんのお家でも冬支度が急ピッチで進んでいることでしょう。 
寒々とした季節になってきましたが、子供たちの学校生活はあったかさに満ちています。先

日１年生が東山動物園に出かけました。リュックを背に帰って行く１年生に「楽しかった？よ
かったね！」と体育で運動場に出てきた６年生が声をかけています。登校時に横断歩道で立っ
ていると、４・５月の頃より自分から元気な声で挨拶してくれる子が随分と増えました。登校
後やサンタイム・お昼休みには、汗をかくほど活発に遊んでいます（近頃は、鉄棒や縄跳びをする

子が増加中！）。掃除や読書（歯みがきはまだできませんが…）を含めた『養正小５する運動』にもど
んどん取り組むことで、“寒くても あったかい 学校生活”が広がっています。 


